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群集に保たれる種の多様性を説明するモデル

19.1　競争排除則
n種の個体群が1つの資源群を利用する場合→安定な平衡状態では1種のみ

19.2　連続ニッチモデル
現実に共存している生物種間には資源利用に違いがあるはず。

ここで餌の種類、活動時間、場所など資源を特徴付けるパラメータをzとし、第I種の資源利用方法をfi(z)とする。

資源利用のやり方が重なるほど競合が激しく多種ロトカ・ボルテラモデル(19.2)の係数が大。

実験でも確かめられた。

19.3　干渉型競争

資源の競合でなくて、他種を直接攻撃することがある場合

多種ロトカ・ボルテラモデル(19.4)

19.4 ロッタリー・モデル

それぞれの時間区分にごく一部の成体が除去され、隙間にそのときに作られた幼生が定着。

環境変動が激しいほど多種の共存の可能性が増える。

19.5 微小生息場所の集合

微妙に条件が異なる多数の場所が環境に混ざっているのではないか？

資源が2種類の(19.6)のモデルでの競争の結果、2種類のいろいろな組み合わせに応じて

一番適応する生物が異なる。その組み合わせの点が散らばっていれば全体的には多種が

共存している。

肥料を豊かに供給すると図19.5で微小生息場所がシフトし、種数が減ってしまう。

19.6 時間変動しながらの共存

一定環境では共存できない種が時間的な変動があると共存できるようになることもある。

19.7 生態遷移のマルコフ連鎖

生息場所が多数の(パッチ)単位の集合で、それぞれのパッチが独立でその状態が確率的に変化するというマルコフ連鎖モデル

19.8 メタ個体群モデル

幼生の定着過程が個体群を制御する場合：(19.9)

定着に有利・不利な場所があるというようなモデルを作ると普通のロトカ・ボルテラモデルとは異なった挙動をする。

19.9 中立モデル

増殖率に差がないので多数の生物が共存できるモデル

人口学的確率性のために最終的には1種しか生存しなくなるがそれまでの待ち時間が長い。

19.10 島における種数

島における種：大陸から風で飛ばされてくるために距離と気候と人口学的確率に依存

19.11 捕食者・寄生者による効果

除去実験：一番の捕食者であるヒトデを取り除いたら最終的に多様性が失われた。

一番繁殖している種を集中てきに狙う捕食者、寄生者は多様性に役立つ。

